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【目的】 この演習では、医療は福祉の一部であり、地域医療は地域でおこる出来事の一部であるべきだという

立場をとります。地域医療の優れた実践の中には社会事業としてはじまり、発展してきた例が少なくないのです。 
 ところで、 ‘地域医療’ には二つのとらえ方があります。行政区画ごとの医療をどう確保するかという行政的

視点と、自分たちの住む・働く地域でどのように医療を充実させるかという運動的視点です。ここでは主として

後者の立場で、地域医療の拠点がどのように構築されていったかを考えていきます。 
 もちろん、福祉と異なる医療の論理や力が働くことも事実です。そこに知的に切り込むことは、将来医療福祉

で働こうとする方はもちろん、医療事業体や医療従事者とどう向き合うかに関心のある方にも、よいテーマにな

ると思います。 
【内容】 
 切り口として、医療技術と社会福祉援助、在宅医療・地域リハ（Community Based Rehabilitation : CBR）

と ‘地域包括ケア’ 、農村医療と都市の医療、当事者・医療者関係、 ‘多職種協働’ 、地域包括ケアなどが考えら

れます。これらに限らず、受講者と講師の問題関心に沿って、各自のテーマを一緒に探します。 
【方法】 
 文献購読、ネット等メディアを使った情報収集、フィールド調査・インタビューなどの方法で、「地域の一部

としての地域医療」のダイナミズムに迫りたいと考えます。 
 また、他学部・他大学の医療系の学生や現場で働く人たちと一緒に学ぶ機会をつくり、IPE (Interprofessional 
Education ) の手法を取り入れる予定です。 
 
【授業計画】 
◎３年生前期： 
・ 講義、文献購読、現場見学に取り組みます。 
・ 早期から問題関心別サブグループを作り、サブゼミとゼミ全体でそれぞれグループワークを行います。 
◎ ３年生後期： 
・ 引き続き講義や講読を進めます。 
・ 一人一人がテーマをもち、情報収集、現場見学、調査に取り組み、報告会をおこないます。 
・ 卒論を書かれる方は、研究計画作成に進みます。 
◎ 藤井が行うフィールド研究（本学「地域研究プロジェクト」や、長野県南佐久郡や佐久総合病院など）との

連動で、具体的な臨床事例や拠点・地域研究の機会をつくる予定です。 

担当教員からのメッセージ 

 

 私の経歴の大半は、臨床医です。在宅医療、リハビリテーション医療を中心に、診療

所やリハビリテーション病院の運営、IPE や医療や地域ケア現場のマネジメントに携わ

ってきました。他方、医療史や医療技術論についても考えています。 

 医療現場について社会福祉の立場から関心のある方との議論を、楽しみにしていま

す。 


